
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

10
月
の
台
風
19
号
と
大
雨
災
害
で
被
災
さ
れ
た
皆
さ
ま
へ
心
よ
り
お
見
舞
い
を
申
し
上
げ
ま

す
。
12
月
定
例
県
議
会
は
、
12
月
10
日
か
ら
25
日
ま
で
16
日
間
の
会
期
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

12
月
16
日
に
神
山
悦
子
県
議
が
代
表
質
問
、
同
18
日
に
は
大
橋
沙
織
新
県
議
が
一
般
質
問
を
行

い
ま
し
た
。
最
終
日
に
は
、
宮
本
し
づ
え
県
議
が
議
案
へ
の
討
論
を
行
い
ま
し
た
。 

神
山
県
議
は
、
台
風
19
号
・
豪
雨
災
害
対

策
、
気
候
変
動
、
石
炭
火
発
の
中
止
、
原
発
事

故
か
ら
の
復
興
、
避
難
者
支
援
と
賠
償
継
続
、

消
費
税
10
％
増
税
と
社
会
保
障
改
悪
中
止
、

子
育
て
支
援
・
教
育
の
充
実
に
つ
い
て
質
問
。 

   

県
は
よ
う
や
く
、
国
の
被
災
者
生
活

再
建
支
援
法
の
対
象
と
な
ら
な
い
「
半

壊
及
び
床
上
浸
水
１
ｍ
未
満
の
世
帯
へ

１
世
帯
10
万
円
の
特
別
給
付
金
」
を
創

設
。
し
か
し
再
建
に
は
不
十
分
で
あ
り
、

国
の
制
度
拡
充
と
県
の
給
付
金
の
増
額

を
知
事
に
求
め
ま
し
た
。 

  

県
の
初
動
対
応
を
検
証
す
る
と
と
も

に
、
「
県
民
の
い
の
ち
を
守
る
」
立
場

か
ら
、
一
千
人
不
足
し
て
い
る
消
防
職

員
の
大
幅
増
員
、
県
の
河
川
予
算
を
抜

本
的
に
増
額
し
、
堤
防
の
設
置
や
河
川

改
修
、
遊
水
地
の
設
定
、
ダ
ム
の
事
前

放
流
な
ど
減
災
対
策
を
求
め
ま
し
た
。 

温
暖
化
の
要
因
と
な
る
Ｉ
Ｇ
Ｃ
Ｃ
石

炭
火
力
発
電
２
基
は
建
設
を
中
止
す
べ

き
と
求
め
ま
し
た
。 
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今
年
度
の
県
政
世
論
調
査
で
、
福
島

イ
ノ
ベ
構
想
を
「
知
ら
な
い
」
が
83
．

３
％
で
し
た
。
ま
た
、
復
興
に
必
要
な

取
組
は
環
境
の
回
復
が
最
多
で
、
医

療
・
介
護
提
供
体
制
の
整
備
や
子
育

て
・
教
育
環
境
の
整
備
、
公
共
交
通
の

整
備
、
防
災
と
回
答
。
知
事
は
、
こ
れ

ら
の
県
民
の
声
を
真
摯
に
受
け
止
め
、

イ
ノ
ベ
構
想
の
あ
り
方
を
見
直
す
べ

き
と
質
し
ま
し
た
。 

左から宮本しづえ、宮川えみ子、神山悦子、吉田英策、大橋沙織の各県議＝12月 10日、福島県庁 

台風被害の現地調査＝11月 18日、本宮市 

県
議
選
で
皆
さ
ん
の
大
き
な
ご
支
援
に
よ
り
、
３
期
連
続

の
５
議
席
確
保
、
交
渉
会
派
と
な
り
ま
し
た
。
台
風
19
号
等

の
被
災
者
救
援
と
大
震
災
・
原
発
事
故
か
ら
の
暮
ら
し
と
生

業
再
建
の
た
め
に
全
力
を
尽
く
し
ま
す
。
さ
ら
に
国
政
を
私

物
化
し
、
憲
法
改
悪
を
す
す
め
る
安
倍
政
権
と
対
決
し
、
国

民
が
主
人
公
の
新
し
い
政
治
を
め
ざ
し
ま
す
。 

10
月
の
台
風
19
号
、
続
く
豪
雨
災
害
は
、
県
内
に
甚
大
な
被
害
を
も
た
ら
し

ま
し
た
。
河
川
の
決
壊
や
越
水
箇
所
は
多
数
に
上
り
、
各
地
で
浸
水
被
害
、
土

砂
災
害
が
発
生
し
ま
し
た
。
避
難
所
や
被
災
し
た
住
宅
の
２
階
で
不
自
由
な
生

活
を
お
く
る
被
災
県
民
に
寄
り
添
っ
た
支
援
策
が
強
く
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。 

質問する神山県議 

１２月１６日 

 

◆台風 19 号（2019 年 10/12～）と大雨・洪水（10/25～）による主な県内の被害 

・阿武隈川とその支流、県管理の夏井川などの決壊、越水、溢水 計 46 ヶ所 

・土砂崩れ 多数 

・避難者数 12/25 現在 避難所 167 人、公営住宅等 1,955 人 

※避難所最大避難者数 10/13 2 万 943 人 

（ほか親戚・知人や駐車場などに避難した方が多数） 

・人的被害 死者 32 人 

・住家被害（12/26 現在） 

罹災証明書交付済数 32,245 件のうち、 

全壊  2,044 件 大規模半壊 4,541 件 

 半壊  16,606 件 一部損壊  8,840 件（うち準半壊 751 件） 

・農林水産被害額（県発表）     636 億円 

・商工業被害額（市町村データ公表計）828 億円   

※谷田川の決壊で水没した郡山市中央工業団地では、日立が撤退を表明。 

今後、地域経済や雇用にも重大な影響が危惧されています。 

さ
ら
に
、
国
主
導
で
新
た
に
計

画
さ
れ
る
国
際
教
育
研
究
拠
点

に
つ
い
て
は
既
存
施
設
等
の
活

用
で
対
応
す
べ
き
と
指
摘
。 

ロ
ボ
ッ
ト
テ
ス
ト
フ
ィ
ー
ル

ド
内
の
試
験
プ
ラ
ン
ト
で
発
生

し
た
労
災
死
亡
事
故
と
大
水
槽

工
事
の
ひ
び
と
傾
き
に
つ
い
て
、

安
全
対
策
の
徹
底
と
原
因
究
明

を
求
め
ま
し
た
。 

   

原
発
事
故
か
ら
８
年
９
カ
月
、

避
難
者
支
援
や
賠
償
の
継
続
を

求
め
、
排
気
筒
解
体
工
事
な
ど
の

廃
炉
作
業
に
か
か
わ
る
相
次
ぐ

ト
ラ
ブ
ル
に
つ
い
て
は
、
国
と
東

電
に
「
作
業
の
質
」
の
確
保
を
求

め
る
べ
き
と
質
し
ま
し
た
。 

第
一
原
発
の
汚
染
水
の
処
理

に
つ
い
て
は
、
タ
ン
ク
の
８
割
に

基
準
値
超
え
の
放
射
性
核
種
が

含
ま
れ
て
い
る
と
指
摘
し
、
海
洋

放
出
で
は
な
く
タ
ン
ク
貯
蔵
を

継
続
す
べ
き
と
求
め
ま
し
た
。 

宣伝する県議団と消費税廃止各界連の皆さんら＝12月24日 

台風災害で全壊の判定を受けた被災者からは「修理に１千万円

かかる、加算支援金 100万円は全部消費税で無くなる」と怒りの

声が。消費税導入決

定から丸 31 年の 12

月 24日、消費税をな

くす会や各界連絡会

とともに「10％は撤

回し、５％に減税を」

と街頭から訴え。 

 

改
選
後
初
の
県
議
会
で
正
副
議

長
を
自
民
党
が
独
占
、
６
つ
の
常

任
委
員
会
の
正
副
委
員
長
も
自
公

で
独
占
し
ま
し
た
。 

共産党と県民連合(立憲、国民、社民ほか)は 

自民・公明独占に反対し起立せず 
＝12月 11日、本会議 




